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極小期は下の式で表はれる・
　　　tl＝J．D・2421856．9401十〇．d　333637665＞くE－o．（1450×10－io×E2
帥ち，週期は減少する．若し之れが第ミ天朧の擶動によるならば，此の擶動週期は30
年以上となり，光度式の振幅は0・dOl以上，5又，食攣星は重心からユ軍位以上の距離と
なる・今同致見した事實は，尚ほ，二つの極小に光度の差があることと，各極小間の
時間が同じでなくて，第二極小（淺い方）が第一極小（深い方）の中間よりも0．d　ooO5だ
け酬いこととである・軌道計算の結果は
軌道要素（C・M，Huffer）分光的要素（Adams＆∫・ア）
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　蝕は可なり輕微であるけれど，とにかく，得た攻獲は下の通りl
I）j．，．　369　（193〈｛））
　（1）三十年間の観測により，週期は目下滅少しつtsあること
　（2）二つの極小光度が不同である．
　（3）爾星は同じ大きさでは無い・
　（4）一下の邊縁が電光である言登擦あり・
　（5）斗星の密度が大きい，
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